
款９ 消防費
項１ 消防費

目１ 常備消防費

予 算 現 額 支 出 済 額 翌 年 度 繰 越 額 不 用 額

3，117，267，000円 3，080，635，072円 36，631，928円

少子高齢化の到来、さらには情報化の進展等により社会情勢が変化するとともに、市民のニーズも多様
化し、災害の態様も多様化の傾向を見せております。これら諸情勢の変化を見極め、住民の生命、財産を
守るため、発災時の初動体制の確立、救急業務の高度化の推進、消防水利の充実及び火災予防の普及啓発
に努め災害対応能力の向上に努めました。

〔一般職給〕 259人 2，258，325，578円
〔嘱託職給〕 ３人 8，812，104円
〔退職手当〕 ７人 216，954，540円 （その他特財 1，009，496円）
〔交際費〕 10，000円
〔福利研修費〕 17，129，599円

うち救急救命士養成 ２人 4，368，561円
うち救急弈課程 10人 834，900円

〔消防施設管理費〕 122，363，657円
・庁舎等管理費 79，862，013円
・消防車両管理費 31，378，863円
・消防艇管理費 8，242，460円
・防火水槽等管理費 2，880，321円

〔出初式関係経費〕 1，018，220円
〔火災予防関係経費〕 3，493，344円

・火災予防運動活動費 3，393，344円
・防火協会補助金 100，000円

〔危険物保安技術審査委託料〕 17，798，000円 （その他特財 17，798，000円）
〔常備消防一般管理費〕 69，738，297円

・貸与被服費 18，995，409円
うち備品購入費 セパレート型防火衣 77着 8，076，107円

・救急関係事業活動費 5，019，717円
・消防音楽隊活動費 4，008，050円

うち講師報償金 1，375，000円
・一般経費 41，715，121円

〔上水道消火栓新設補修費補償金〕 32，305，000円
（新設 55カ所・補修 137カ所）

〔楠、朝日、川越三町消防事務受託費〕 324，301，793円 （その他特財 324，301，793円）
・一般職給 33人 308，635，997円
・一般経費 15，665，796円

うち備品購入費 セパレート型防火衣13着 1，363，498円
〔負担金〕 8，384，940円

・三重県防災航空隊 7，124，000円
・全国消防長会等 1，260，940円

○火災発生状況（歴年）

火 災 発 生 件 数 （ 件 ） 死 傷 者 （ 人 ）
区 分 損害額（千円）

建物 そ の 他 計 死 者 30日死者 負傷者

平 成 1 0 年 69 43 112 5 1 14 196，697

平 成 1 1 年 65 54 119 5 0 10 383，555

前 年 比 △ 4 11 7 0 △ 1 △ 4 186，858
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○救急出動件数推移表（歴年）

区 分 平成７年 平成８年 平成９年 平成10年 平成11年

急 病 3，609 3，866 4，099 4，208 4，618

交通事故 1，790 1，690 1，644 1，632 1，605

その他 1，656 1，819 1，852 1，979 1，922

合 計 7，055 7，375 7，595 7，819 8，145

〔成 果〕

救急救命士２人、救急弈課程修了者10人を養成し、救急業務の資質的向上を図りました。
前年度に引き続き防火衣（セパレート型）を導入し、職員の安全確保と現場活動能力の向上を図りまし

た。
消防水利の維持、充実のため、55カ所の消火栓新設（敷設替え）等を行いました。

目２ 非常備消防費

予 算 現 額 支 出 済 額 翌 年 度 繰 越 額 不 用 額

98，703，000円 94，256，210円 4，446，790円

地域防災の要となる消防団組織の各種教育訓練を通じて災害対応能力を高めるとともに、活性化に努め
ました。また、各地域における自主防災組織の育成を図り、市民の災害対応能力の向上に努めました。

〔非常勤職員報酬〕 412人 12，452，100円
〔交際費〕 24，780円
〔団員等公務災害補償費〕 2，001，097円 （その他特財 1，993，197円）
〔消防団退職報償金〕 35人 8，911，279円 （その他特財 7，375，000円）
〔団員福利研修費〕 2，385，582円
〔分団施設等管理費〕 5，061，756円

・施設管理費 2，183，093円
・車両管理費 2，878，663円

〔団消防操法大会関係経費〕 211，840円
〔非常勤消防一般管理費〕 49，331，711円

・消防団運営費補助金 2，950，000円
・貸与被服費 5，864，020円

うち防火外とう23着 594，825円
・一般経費 40，517，691円

〔自主防災組織関係経費〕 5，195，939円
・市民防災隊運営費補助金等 2，247，775円
・自主防災組織設置費補助金 10隊 1，500，000円
・自主防災組織研修費等 1，448，164円

〔負担金〕 8，680，126円
・消防団員等公務災害補償等共済基金 8，131，126円
・三重県消防協会北勢支会 549，000円

〔成 果〕

自治会を単位とする自主防災隊が新たに10隊結成され、当該地域における災害対応力の向上と住民の防
災に関する認識が深まりました。（本年度末現在 519隊）

－１２９－



目３ 消防施設費

予 算 現 額 支 出 済 額 翌 年 度 繰 越 額 不 用 額

104，117，000円 102，556，347円 1，560，653円

災害現場での活動能力の維持及び向上を図るため、老朽化した消防車両の更新と、施設装備等の充実強
化に努めました。

〔消防車両購入費〕 68，672，985円
・水槽付消防自動車（南署） １台 35，196，540円 国庫支出金 5，443，000円

市 債 23，800．000円
その他特財 5，950，708円

・普通救急車（西分署） １台 14，231，925円 （市 債 8，800．000円）
・消防分団車（保々・大矢知）２台 17，347，080円 国庫支出金 5，474，000円

市 債 10，100，000円
・原因調査車（北署） １台 1，897，440円

〔消防活動用機器整備費〕 9，511，529円
・空気呼吸器 ４基 682，500円 （県支出金 160，000円）
・消防ホース 6，513，779円

〔消防水利整備事業費〕 21，708，612円
・耐震性貯水槽設置 ２カ所 15，435，000円 県支出金 5，288，000円

市 債 9，100，000円
〔市民防災隊施設整備事業費〕 2，247，000円

・ポンプ保管庫設置 ３カ所 1，155，000円 （県支出金 576，000円）
・ポンプ更新 ２カ所 1，092，000円 （県支出金 546，000円）

〔楠、朝日、川越三町消防事務受託施設等整備事業費〕

416，221円 （その他特財 416，221円）

〔成 果〕

南消防署に配備の水槽付消防自動車、保々及び大矢知分団に配備の消防車を更新し、性能の向上と資機
材の充実を図りました。
耐震性貯水槽を２カ所設置し、震災時における水利の充実を図りました。

目４ 水防費

予 算 現 額 支 出 済 額 翌 年 度 繰 越 額 不 用 額

4，167，000円 4，135，763円 31，237円

現実に水害が生じ、また生じようとしている時に、市民の命と財産を水害から守り、被害を最小限にと
どめるための水防活動は重要です。
これら水防活動に備え、年次的に水防倉庫の整備を行うとともに、水防活動に対し運営費の交付を行い

ます。

〔水防施設整備事業費〕 926，100円
・水防倉庫設置（市内44カ所のうち １カ所）

〔水防訓練経費〕 77，910円
〔水防組合運営費交付金〕 561，720円
〔一般経費〕 2，570，033円

〔成 果〕

水防倉庫の老朽化に伴い、山城町地内の山城水防倉庫の更新を行いました。また全市に28組織ある水防
組合に対し、運営費を交付金を支出し、水防資機材の充実を図りました。
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